
























































































































































Verb Lexicon），使役交替言語地図 （The 
World Atlas of Transitivity Pairs），アイヌ語
口承文芸コーパス―音声・グロス付き―（A 
Glossed Audio Corpus of Ainu Folklore），
トピック別アイヌ語会話辞典（A Topical 




















1 Bjarke Frellesvig, Satoshi Kinsui and John 
Whitman
Handbook of Japanese Historical Linguistics
2〔2015〕 Haruo Kubozono Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
3〔2016〕 Taro Kageyama and Hideki Kishimoto Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
4 Masayoshi Shibatani, Shigeru Miyagawa and 
Hisashi Noda
Handbook of Japanese Syntax
5 Wesley M. Jacobsen and Yukinori Takubo Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
6 Prashant Pardeshi and Taro Kageyama Handbook of Japanese Contrastive Linguistics
7 Nobuko Kibe, Tetsuo Nitta and Kan Sasaki Handbook of Japanese Dialects
8 Fumio Inoue, Mayumi Usami and Yoshiyuki 
Asahi
Handbook of Japanese Sociolinguistics
9〔2015〕 Mineharu Nakayama Handbook of Japanese Psycholinguistics
10〔2016〕 Masahiko Minami Handbook of Japanese Applied Linguistics
11〔2016〕 Patrick Heinrich, Shinsho Miyara and 
Michinori Shimoji
Handbook of the Ryukyuan Languages
12 Anna Bugaeva Handbook of the Ainu Language
本シリーズが完成すれば，日本語研究で蓄積された膨大な成果を海外の言語研究者に広く知らしめる
ことで世界の言語学の発展に寄与するだけでなく，翻って，本シリーズが海外の専門家から評価・批判
を受けることによって国内の研究の一層の進展にも資することができる。この事業により，第２節で述
べた３タイプのグローバル化のかなりの部分が大きく前進するものと期待される。
最後に，忘れてはならないのは次代を担う研究者の育成である。近年の学術研究の流れとは言うもの
の，日本語の研究においても，目先の小さなテーマを短期間で片付けようとする大学院生や若手研究者
が増える反面，将来国際的に活躍できるような器の大きい若手人材が少なくなってきたように思える。
また，海外，とくにアメリカにおいては理論言語学の相対的な低下とともに，日本語そのものを本格的
に研究しようとする若者が少なくなっている。日本人だけでなく外国人についても，日本語言語学の専
門家を育成していくことが緊急の課題と言えよう。国立国語研究所は，東京外国語大学との連携大学院
を通して，国際性と総合力を備えた若手研究者の輩出にも努力したいと考えている。
